
生命に特許はいらない！キャンペーンニュースレター 

 

2017年6月 

 

 

作物 

 

GM フリー欧州に及ばぬ GM推進国アメリカ 

2016年 10月 

ニューヨーク・タイムズ紙が伝えたところによれば、米国およびカナダで栽培されている GM 作

物は、全体として見ると、収量増にも化学農薬の使用量減にも結びついていない。 

https://www.nytimes.com/2016/10/30/business/gmo-promise-falls-short.html?hp&action=c

lick&pgtype=Homepage&clickSource=story-heading&module=photo-spot-region&region=top-n

ews&WT.nav=top-news&_r=1 

 

GM 汚染 

2016年 9 月 

GM 小麦の商用栽培はまだ世界のどこでも認められていないが、米国ワシントン州のある農家の

畑で最近、モンサント社が開発中の GM 小麦が生育しているのが見つかった。こうした事例の発

生は、この 3年間ですでに 3 件目である。 

http://www.reuters.com/article/us-wheat-washington-gmo-idUSKCN10920K 

 

妊婦の体内にグリホサート 

2017年 4 月 

米国インディアナ州で、69人の妊婦のうち 90％の人から除草剤グリホサートの残留物が検出さ

れた。高濃度での残留は、妊娠期間の短縮および平均以下の出生時体重（年齢調整した）と相

関するとみられる。 

https://thefern.org/ag_insider/researchers-find-glyphosate-pregnant-women-worry-impa

ct-infants/ 

 

米国カリフォルニア州の環境保護局（EPA）がラウンドアップの発癌性を断定 

2017年 3 月 

米国カリフォルニア州が、除草剤「ラウンドアップ」の主成分であるグリホサートは、人に対

https://www.nytimes.com/2016/10/30/business/gmo-promise-falls-short.html?hp&action=click&pgtype=Homepage&clickSource=story-heading&module=photo-spot-region&region=top-news&WT.nav=top-news&_r=1
https://www.nytimes.com/2016/10/30/business/gmo-promise-falls-short.html?hp&action=click&pgtype=Homepage&clickSource=story-heading&module=photo-spot-region&region=top-news&WT.nav=top-news&_r=1
https://www.nytimes.com/2016/10/30/business/gmo-promise-falls-short.html?hp&action=click&pgtype=Homepage&clickSource=story-heading&module=photo-spot-region&region=top-news&WT.nav=top-news&_r=1
http://www.reuters.com/article/us-wheat-washington-gmo-idUSKCN10920K
https://thefern.org/ag_insider/researchers-find-glyphosate-pregnant-women-worry-impact-infants/
https://thefern.org/ag_insider/researchers-find-glyphosate-pregnant-women-worry-impact-infants/
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する発癌性が認められる、とする見解を確定した。 

www.gmwatch.org  

 

食品安全委員会、グリホサートの評価書を決定 

2016年 7 月 

食品安全委員会はグリホサートの５つのタイプについて、いずれも「発がん性」はないとして

いる。食品安全委員会は、評価書冒頭で、非公表データも使って評価するという「国際的な」

やり方を採っていると明記した。 

有機農業ニュースクリップ 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/attachedFile/download?retrievalId=kai20160712fsc&fileId=

540 

 

グリホサート：残留基準値が大幅緩和へ  

2017年 3 月 

欧米で問題となっている除草剤グリホサートの残留規制値が大幅に緩和されようとしている。 

http://organic-newsclip.info/log/2017/17030785-1.html  

 

環境保護局（EPA）の官僚がモンサント社と共謀し、グリホサートの発癌性を示す科学的証拠を

隠蔽（GMO.newsより） 

2017年 3 月 

モンサント社が環境保護局（EPA）の科学者と共謀し、グリホサートの真の性質を隠蔽しようと

していたことが、裁判所の文書で明らかになった。 

http://gmo.news/2017-03-30-shocking-letter-from-dead-epa-scientist-reveals-epa-burea

crats-being-bribed-by-monsanto-to-hide-scientific-evidence-of-glyphosate-causing-can

cer.html 

 

GMO 推進派の科学者、GM 反対派の科学者に対する名誉毀損で有罪 

2016年 9 月 

GMOに批判的なフランスの分子生物学者ジル＝エリック・セラリーニは、これまでにも度々、GMO

推進派の攻撃に晒されてきた。パリの裁判所は 2016年 9月、セラリーニ氏の名誉を毀損したと

して、GMO 推進ロビー団体「フランス植物バイオテクノロジー協会」のマーク・フェルー会長を

有罪とする判決を下した。 

http://www.gmwatch.org/news/archive/2016-articles/17236-seralini-wins-again-in-court

http://www.gmwatch.org/
http://www.fsc.go.jp/fsciis/attachedFile/download?retrievalId=kai20160712fsc&fileId=540
http://www.fsc.go.jp/fsciis/attachedFile/download?retrievalId=kai20160712fsc&fileId=540
http://organic-newsclip.info/log/2017/17030785-1.html
http://gmo.news/2017-03-30-shocking-letter-from-dead-epa-scientist-reveals-epa-bureacrats-being-bribed-by-monsanto-to-hide-scientific-evidence-of-glyphosate-causing-cancer.html
http://gmo.news/2017-03-30-shocking-letter-from-dead-epa-scientist-reveals-epa-bureacrats-being-bribed-by-monsanto-to-hide-scientific-evidence-of-glyphosate-causing-cancer.html
http://gmo.news/2017-03-30-shocking-letter-from-dead-epa-scientist-reveals-epa-bureacrats-being-bribed-by-monsanto-to-hide-scientific-evidence-of-glyphosate-causing-cancer.html
http://www.gmwatch.org/news/archive/2016-articles/17236-seralini-wins-again-in-court-against-his-attackers
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-against-his-attackers 

 

モンサント裁判 

2016年 10月 

2016年 10月にオランダ・ハーグで開かれた「モンサント裁判」は、モンサント社による人権侵

害、人道に対する罪、そして生態系破壊の責任を追及する、国際的な市民社会イニシアティヴ

である。2017年 4 月 18日に裁判官らが、国際司法裁判所の手続きに則り、法的意見を述べるこ

とになっている。 

http://www.monsanto-tribunal.org/ 

 

ＧＭ作物栽培：バイエルは欧州で「敗北宣言」 

2017年 3 月 

http://organic-newsclip.info/log/2017/17030781-1.html 

 

 

技術 

 

新たな“遺伝的絶滅”GMOの禁止を求める  

2016年 12月 

国際的な保全・環境運動の代表者らが、“遺伝子ドライブ”の禁止措置を各国政府に求めてい

る。遺伝子ドライブは、遺伝子を操作して得る特定の性質を野生種のあいだに広く拡散させる

手法で、生物種全体を変質させ、故意に絶滅させてしまう可能性さえある。 

http://www.theecologist.org/News/news_round_up/2988422/biodiversity_convention_call_

to_block_new_genetic_extinction_gmos.html 

 

CRISPR――なにが問題となり得るのか 

2016年 6 月 

もっとも一般的なゲノム編集技術である「CRISPR-Cas9」は、分子レベルでハサミのように機能

し、細胞の中の特定の DNA鎖を取り除き、新しい遺伝子素材と置き替える。米国では、CRISPR-Cas9

をヒトに使用することが認められている。だが、この技術については、未解決の問題が残され

ている。“標的外の影響”として、1）変えようと意図していない遺伝子が、想定外に消された

り、変質したりする、2）「CRISPR」の DNA 切断酵素がゲノムを切断するときに生じる隙間に、

DNAが無作為に流れ込む、3）細胞浸潤にウイルスを用いるため、ウイルスに感染した細胞が DNA

http://www.gmwatch.org/news/archive/2016-articles/17236-seralini-wins-again-in-court-against-his-attackers
http://www.monsanto-tribunal.org/
http://organic-newsclip.info/log/2017/17030781-1.html
http://www.theecologist.org/News/news_round_up/2988422/biodiversity_convention_call_to_block_new_genetic_extinction_gmos.html
http://www.theecologist.org/News/news_round_up/2988422/biodiversity_convention_call_to_block_new_genetic_extinction_gmos.html
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切断酵素「Cas9」を生産し続ける（20 年に及ぶ可能性もある）リスクを伴うこと、が挙げられ

る。 

https://www.statnews.com/2016/06/23/crispr-humans-penn-clinical-trial/ 

 

予期せぬ突然変異を引き起こすゲノム編集 目的外の数百の遺伝子に変異 

2017年 5 月 

狙ったところだけを確実に遺伝子操作できるかのように喧伝されている CRISPR-Cas9技術だが、

予想外の大規模な変異を引き起こしていることが明らかになった。米国コロンビア大学などの

研究チームはこのほど、遺伝子操作をを格段に改善するといわれているゲノム編集技術

CRISPR-Cas9 が、生体内で予期せぬ数百の突然変異を引き起こししている、とする研究をネーチ

ャー・メソッドに発表した。これまでコンピュータ・シミュレーションで予想された箇所以外

で変異が起きていたという。 

有機農業ニュースクリップ 2017-06-03 No.817  

 

簡易“遺伝子編集キット”に潜むリスク 

2016年 9 月 

簡易で低価格の遺伝子コード編集ツールの登場は、ちょっとした技術を持つ素人が独自に実験

を行えてしまうことを意味し、不用意に遺伝子を操作された素材が放出される潜在的リスクを

伴う。 

https://www.theguardian.com/science/2016/sep/30/experts-warn-home-gene-editing-kits-

pose-risk-to-society 

 

合成ゲノムの完成が近い 

2017年 3 月 

パン酵母の全ゲノムの合成が間もなく完成しそうだ。人間の手で新たな生物をつくり出す領域

へと、道が拓かれることになる。遺伝子操作では一度にわずかな数の遺伝子しか操作しないが、

新たな手法では全ゲノムを書き替えることが可能になる。この技術はオーダーメイドの微生物、

植物、動物の提供を視野に入れており、人間の特定のニーズを満たすために、ゲノムを用いて、

医薬品やワクチンを生産させたり、廃棄物をエネルギーに変えたり、移植手術に適したヒト臓

器をつくり出したりすることまで可能にする。ある研究者は、「私たちは、自然界に存在しない

“スーパーパワー（超能力）”をデザインに組み込むことができる」、「これは、追い越し車線

を走る究極の進化だ」と述べている。 

市場の製品の多くにはすでに、合成生物学を用いた原材料が含まれている。 

https://www.statnews.com/2016/06/23/crispr-humans-penn-clinical-trial/
https://www.theguardian.com/science/2016/sep/30/experts-warn-home-gene-editing-kits-pose-risk-to-society
https://www.theguardian.com/science/2016/sep/30/experts-warn-home-gene-editing-kits-pose-risk-to-society
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https://www.theguardian.com/science/2017/mar/09/synthetic-yeast-genome-nearly-comple

te-paving-way-for-bespoke-organisms 

http://www.etcgroup.org/content/synthetic-biology-biodiversity-farmers 

http://www.etcgroup.org/content/synthetic-biology-and-cbd 

 

GM 蚊によって、病原菌を媒介する別の蚊が増える可能性がある 

2016年 9 月 

遺伝子組み換え蚊の研究開発をしている Oxitec社が、ある一種類の蚊を減らせば、別の種類の

蚊（同様に病気を媒介し得る）が増える可能性があることを認めた。米国食品医薬品局（FDA）

は最近、フロリダ州で遺伝子組み換え蚊の実験的放出を承認している。 

http://www.icta.org/ 

 

「研究者は、自分の研究結果が社会的にどのような意味を持つのか、あまり考えていない。」島

薗進 

対談：宗教学者・島薗進 X 科学ジャーナリスト・雨笠啓祐 

「新しい遺伝子改変術にどう対応？」 

消費者リポート No. 1592 2016.12.20 p. 6 

 

 

ひと・健康 

 

遺伝子治療の成功 

2017年 3 月 

パリの病院の医療チームが、鎌状赤血球病の遺伝子治療に世界で初めて成功した。 

https://international.la-croix.com/news/gene-therapy-offers-new-hope-for-healing-sic

kle-cell-disease/4781?utm_source=Newsletter&utm_medium=e-mail&utm_content=03-03-2017

&utm_campaign=newsletter__crx_lci&PMID=ca4ce0563e46285947a35389589f090c 

 

世界初のヒト豚ハイブリッド胚 

2017年 1 月 

米国カリフォルニア州の研究チームが、世界初となるヒトと豚のハイブリッド胚をつくり、母

豚の胎内に移植して、妊娠期間の 1／3 まで育てることに成功した。研究を行っている遺伝学者

らは、ハイブリッド動物の胎内で、人間に移植できる、完全な機能を備えた臓器をつくる道を

https://www.theguardian.com/science/2017/mar/09/synthetic-yeast-genome-nearly-complete-paving-way-for-bespoke-organisms
https://www.theguardian.com/science/2017/mar/09/synthetic-yeast-genome-nearly-complete-paving-way-for-bespoke-organisms
http://www.etcgroup.org/content/synthetic-biology-biodiversity-farmers
http://www.etcgroup.org/content/synthetic-biology-and-cbd
http://www.icta.org/
https://international.la-croix.com/news/gene-therapy-offers-new-hope-for-healing-sickle-cell-disease/4781?utm_source=Newsletter&utm_medium=e-mail&utm_content=03-03-2017&utm_campaign=newsletter__crx_lci&PMID=ca4ce0563e46285947a35389589f090c
https://international.la-croix.com/news/gene-therapy-offers-new-hope-for-healing-sickle-cell-disease/4781?utm_source=Newsletter&utm_medium=e-mail&utm_content=03-03-2017&utm_campaign=newsletter__crx_lci&PMID=ca4ce0563e46285947a35389589f090c
https://international.la-croix.com/news/gene-therapy-offers-new-hope-for-healing-sickle-cell-disease/4781?utm_source=Newsletter&utm_medium=e-mail&utm_content=03-03-2017&utm_campaign=newsletter__crx_lci&PMID=ca4ce0563e46285947a35389589f090c
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切り拓きたいと考えている。 

http://www.theage.com.au/technology/sci-tech/first-humanpig-embryos-open-route-to-gr

owing-transplant-organs-in-chimeras-20170126-gtz621.html 

 

新しい生殖技術が“胚の量産”につながるか 

2017年 1 月 

新しい生殖技術である「体外配偶子形成（IVG）」により、不妊治療クリニックで人間の皮膚か

ら精子や卵子をつくり出すことが可能になるかもしれない。IVGは、不妊の人々に新たな希望を

与える可能性はある。だが、この手法が簡易で安価に実施できるようになれば、クリニックは

無制限に精子や卵子、胚を生産できるようになる。「IVG は、現在の私たちには想像もできない

規模で、“胚の大量生産”という事態を引き起こす怖れがある。」 

https://www.theguardian.com/science/2017/jan/11/new-fertility-procedure-may-lead-to-

embryo-farming-warn-researchers-in-vitro-gametogenesis 

 

影響未知数 出産容認、技術・安全面に課題 

2017年 2 月 

米科学アカデミーが１４日、狙った遺伝子を改変する「ゲノム編集」技術で受精卵や生殖細胞

の異常を修正して子どもをもうけることを容認するとの報告書を公表した。重い遺伝性疾患に

限るなどの条件付きだが、これまでは子宮に戻さない基礎研究に限るとしてきた姿勢を転換し

た。  

http://mainichi.jp/articles/20170216/ddm/002/040/132000c 

 

日本では遺伝子治療の行政指針などで受精卵の遺伝子改変の臨床応用を禁じているが法規制は

ない。基礎研究にも明確なルールがない。このままでは、現実が先行し、規制が後追いになる

恐れがある。早急に技術の可能性と倫理的課題を整理し、法規制も視野にルール作りの検討を

急ぐ必要がある。  

http://mainichi.jp/articles/20160119/ddm/005/070/077000c#csidxbb1a36a396503018a7237a

507548857 

 

米国の科学者ら、3 人の DNA を用いて赤ちゃんを誕生させる 

2017年 3 月 

米国に本拠を置く医師チームが世界で初めて、3人の DNAを用いた赤ちゃんを誕生させた。母と

なる女性の卵子から核を取り出し、別の女性が提供した卵子（核を取り除いた）に移植した。[前

http://www.theage.com.au/technology/sci-tech/first-humanpig-embryos-open-route-to-growing-transplant-organs-in-chimeras-20170126-gtz621.html
http://www.theage.com.au/technology/sci-tech/first-humanpig-embryos-open-route-to-growing-transplant-organs-in-chimeras-20170126-gtz621.html
https://www.theguardian.com/science/2017/jan/11/new-fertility-procedure-may-lead-to-embryo-farming-warn-researchers-in-vitro-gametogenesis
https://www.theguardian.com/science/2017/jan/11/new-fertility-procedure-may-lead-to-embryo-farming-warn-researchers-in-vitro-gametogenesis
http://mainichi.jp/articles/20170216/ddm/002/040/132000c
http://mainichi.jp/articles/20160119/ddm/005/070/077000c#csidxbb1a36a396503018a7237a507548857
http://mainichi.jp/articles/20160119/ddm/005/070/077000c#csidxbb1a36a396503018a7237a507548857
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号ニュースレターを参照のこと。] 

http://mainichi.jp/english/articles/20170317/p2g/00m/0fe/031000c#csidxe21b836a211fee

9af4155b077f65f1b 

 

ブタ細胞、人に移植容認へ 

2016年 4 月  

 動物の臓器や細胞を人に移植する「異種移植」について、厚生労働省の研究班（班長＝俣野

哲朗・国立感染症研究所エイズ研究センター長）は、これまで事実上、移植を禁じていた指針

を見直す。国内の研究グループは数年後にも、１型糖尿病の患者にブタ細胞の移植を計画。患

者にとってインスリン注射の重い負担を減らせる可能性がある。 

http://www.asahi.com/articles/ASJ490BNBJ48PLBJ009.html 

 

世界初 ラットで膵臓作り、糖尿病マウスに 異種で作製、治療成功 東大医科研チーム 

2017年 1 月 

マウスのｉＰＳ細胞（人工多能性幹細胞）などから膵臓（すいぞう）をラットの体内で作り、

その組織を糖尿病のマウスに移植して治療に成功したと、東京大医科学研究所の中内啓光教授

らの研究チームが２５日付の英科学誌ネイチャー電子版に発表した。異なる種の動物の体内で

作った臓器を移植し、病気の治療効果を確認したのは世界初という。 

ヒトのｉＰＳ細胞を胚に入れて動物を作ることは国の指針で禁止されている。 

http://www.sankei.com/life/news/170126/lif1701260001-n1.html 

 

 

特許 

 

癌遺伝子特許をめぐり高等裁で患者側が勝訴 

2015年 10月 

オーストラリアで、「BRCA1」遺伝子の特許を持つミリアド・ジェネティクス社を相手取り、高

等裁判所に起こされていた裁判で、原告側の癌患者が勝訴した。「BRCA1」は、遺伝性の乳癌お

よび卵巣癌のリスク増加に関連する遺伝子。高等裁判所は、単離された核酸は“特許の対象と

なり得る発明”ではない、との判断を示した。[前号ニュースレターを参照のこと。] 

http://www.theguardian.com/society/2015/oct/07/patient-wins-high-court-challenge-aga

inst-companys-cancer-gene-patent 

「ヒュミラ」と「エンブレル」のメーカー、新たな特許を用いてバイオシミラー薬を先送り 

http://mainichi.jp/english/articles/20170317/p2g/00m/0fe/031000c#csidxe21b836a211fee9af4155b077f65f1b
http://mainichi.jp/english/articles/20170317/p2g/00m/0fe/031000c#csidxe21b836a211fee9af4155b077f65f1b
http://www.asahi.com/topics/word/%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E7%B3%96%E5%B0%BF%E7%97%85.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%B3.html
http://www.asahi.com/articles/ASJ490BNBJ48PLBJ009.html
http://www.sankei.com/life/news/170126/lif1701260001-n1.html
http://www.theguardian.com/society/2015/oct/07/patient-wins-high-court-challenge-against-companys-cancer-gene-patent
http://www.theguardian.com/society/2015/oct/07/patient-wins-high-court-challenge-against-companys-cancer-gene-patent
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2016年 7 月 

関節リュウマチや乾癬などの自己免疫疾患の治療薬としてもっともよく売れている「ヒュミラ」

および「エンブレル」――価格は年間約 5 万ドルに及ぶ――の背後にいる会社が、新たな特許

を利用して、患者や保険会社がより安価な 2 種類のバイオシミラー（バイオ後続品＝有効成分

が完全に同じジェネリック医薬品に対して、バイオシミラーは先発品に“似ている”薬）を入

手するのを阻んでいる。 

https://www.nytimes.com/2016/07/16/business/makers-of-humira-and-enbrel-using-new-dr

ug-patents-to-delay-generic-versions.html?_r=0  

 

欧州委員会（EC）が、従来の交配による動植物は特許の対象外であるべきと述べる 

2016年 11月 

欧州委員会（EC）が、“本質的に生物学的な”交配によって得られた動植物は特許の対象にな

らない、という見解を示した。この見解は、トマトやブロッコリなど従来の交配種に対して、

すでに 100以上の特許を認めている欧州特許庁（EPO）の現行方針と、厳しく対立するものであ

る。 

http://no-patents-on-seeds.org/en/information/news/eu-commission-says-plants-and-ani

mals-derived-conventional-breeding-should-be-regar 

 

伝統的な知識、遺伝資源、そして WIPO 

2016年 8 月 

世界知的財産機関（WIPO）の「知的財産・遺伝資源・伝統的知識およびフォークロアに関する

政府間委員会（IGC）」の交渉が、この問題をめぐり法的拘束力を伴う国際協定を望まない国が

あるため、中断に追い込まれた。特許申請者に対して、彼らが用いる遺伝資源や伝統的知識の

出所を公開させる国際的な義務がない限り、バイオパイラシー（生物資源の盗賊行為）はなく

ならないだろう。 

https://www.iucn.org/news/commission-environmental-economic-and-social-policy/201608

/traditional-knowledge-genetic-resources-and-wipo 

https://www.ip-watch.org/2017/03/29/developing-countries-weigh-restarting-talks-trip

s-amendment-biological-resources/ (subscriber only content) （定期購読者のみに公開さ

れるコンテンツ） 

 

発展途上国 

 

https://www.nytimes.com/2016/07/16/business/makers-of-humira-and-enbrel-using-new-drug-patents-to-delay-generic-versions.html?_r=0
https://www.nytimes.com/2016/07/16/business/makers-of-humira-and-enbrel-using-new-drug-patents-to-delay-generic-versions.html?_r=0
http://no-patents-on-seeds.org/en/information/news/eu-commission-says-plants-and-animals-derived-conventional-breeding-should-be-regar
http://no-patents-on-seeds.org/en/information/news/eu-commission-says-plants-and-animals-derived-conventional-breeding-should-be-regar
https://www.iucn.org/news/commission-environmental-economic-and-social-policy/201608/traditional-knowledge-genetic-resources-and-wipo
https://www.iucn.org/news/commission-environmental-economic-and-social-policy/201608/traditional-knowledge-genetic-resources-and-wipo
https://www.ip-watch.org/2017/03/29/developing-countries-weigh-restarting-talks-trips-amendment-biological-resources/
https://www.ip-watch.org/2017/03/29/developing-countries-weigh-restarting-talks-trips-amendment-biological-resources/
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食品の正義を求める農民の共同体／反 GMO フォーラム 

2015年 9 月 

ケニアの「FAHAMU」は、「食品の正義を求める農民の共同体／反 GMO フォーラム」の主催団体の

一つである。 

http://www.fahamu.org/resources/Anti-GMOsWorkshop.pdf 

 

ブルキナファソが GM 綿をめぐりモンサントと和解 

2017年 3 月 

GM 綿の導入によって綿の質が低下し、収入が損なわれたとして、モンサント社と争っていたブ

ルキナファソの綿部局が、和解に応じた。 

http://www.reuters.com/article/us-burkina-monsanto-idUSKBN16F1N3 

 

モンサントの撤退 

2016年 8 月 

モンサント社が、アルゼンチンで進めていた、世界最大級の GM種子生産工場の建設を放棄した。

理由は、2013年から工場建設を妨げてきた、現地の人々の根強い抵抗である。 

http://www.etcgroup.org/content/monsanto-retreat-movement-grassroots 

 

 

日本 

 

着床前スクリーニング・プロジェクトで IVF流産が減るか 

2017年 2 月 

日本産科婦人科学会が、体外受精した受精卵を子宮に移植する前に遺伝子スクリーニングをす

ることによって、流産を防ぐことを目標とした、臨床研究に着手することを明らかにした。着

床前スクリーニング（PGS）では、妊娠や出産時に合併症を起こす可能性のある染色体異常だけ

でなく、ダウン症など母親の命に関わるものではない症状も検出されるため、この研究は倫理

的問題も提起している。 

http://www.japantimes.co.jp/news/2017/02/16/national/science-health/embryo-screening

-project-may-reduce-ivf-miscarriages/ 

 

“ゲノム・コホート研究”はじまる 

2016年 1 月 

http://www.fahamu.org/resources/Anti-GMOsWorkshop.pdf
http://www.reuters.com/article/us-burkina-monsanto-idUSKBN16F1N3
http://www.etcgroup.org/content/monsanto-retreat-movement-grassroots
http://www.japantimes.co.jp/news/2017/02/16/national/science-health/embryo-screening-project-may-reduce-ivf-miscarriages/
http://www.japantimes.co.jp/news/2017/02/16/national/science-health/embryo-screening-project-may-reduce-ivf-miscarriages/
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東北大学の東北メディカル・メガバンク機構が、新薬や治療法、健康食品などの開発を目指し、

2011 年に宮城県および岩手県で被災した人々から生体細胞サンプルを採取している。この研究

の費用は全額、地震復興予算から支出されている。マイナンバー制度下では、個人の番号が各

個人の医療情報とリンクされる。このことは、人間の遺伝子管理につながる怖れがある。 

http://www5d.biglobe.ne.jp/~cbic/english/2016/journal1601.html 

http://www5d.biglobe.ne.jp/~cbic/journal/no172/head.html  

 

iPS 細胞を動物の受精卵に注入 

2017年 1 月 

日本では現在、人間の iPS細胞を動物の受精卵に注入する研究の実施が認められている。だが、

卵子を用いて動物を生み出すことは、法律やガイドラインにより、認められていない。 

http://mainichi.jp/english/articles/20170126/p2g/00m/0dm/078000c#csidx2ddbbad91209b7

2b6cf437fa96f7dfa  

 

生物多様性と遺伝子組換え 

農林水産省 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/carta/seibutsu_tayousei.html  

 

新規癌患者１００万人 １６年予測 初の大台 

毎日新聞 2016年 7 月 15日 

国立がん研究センター  

http://mainichi.jp/articles/20160715/k00/00m/040/135000c 

 

 

カトリック教会 

 

ローマ法王、GM フリーに賛同 

2016年 10月 

ローマ法王フランシスコが、「世界食料デー」にあたり国連食糧農業機関（FAO）の事務局長に

送った手紙の中で、遺伝子組み換え動植物（GMO）とバイオテクノロジー業界をこれまででもっ

とも強く非難した。 

https://www.sott.net/article/331553-World-Food-Day-letter-from-Pope-Francis-slams-bi

otech-industry-GMOs 

http://www5d.biglobe.ne.jp/%7Ecbic/journal/no172/head.html
http://mainichi.jp/english/articles/20170126/p2g/00m/0dm/078000c#csidx2ddbbad91209b72b6cf437fa96f7dfa
http://mainichi.jp/english/articles/20170126/p2g/00m/0dm/078000c#csidx2ddbbad91209b72b6cf437fa96f7dfa
http://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/carta/seibutsu_tayousei.html
http://mainichi.jp/articles/20160715/k00/00m/040/135000c
https://www.sott.net/article/331553-World-Food-Day-letter-from-Pope-Francis-slams-biotech-industry-GMOs
https://www.sott.net/article/331553-World-Food-Day-letter-from-Pope-Francis-slams-biotech-industry-GMOs
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韓国ソウル大司教区が胚研究を非難 

2016年 7 月 

韓国のソウル大司教区が、人間の生命を破壊するとして、胚細胞研究の実施承認を非難した。

これは、韓国の CHA 医学大学の研究グループに、600の卵細胞を使って体細胞胚のクローンを作

成することを認めたもの。 

http://www.ucanews.com/news/seoul-archdiocese-denounces-embryo-research/76522 

 

日本カトリック司教団の「いのちへのまなざし」 

2017年 3 月 

「21世紀への司教団メッセージ」として 2001 年に発行された『いのちへのまなざし』に大幅な

改訂を加え、第二章以降を全面的に書き改めた「増補新版」。混迷を続ける現代社会の中で「時

のしるし」を見極め、いのちの尊厳といのちのさまざまなつながりを深く尊重するよう変わる

ことなく訴えていく、新たな司教団メッセージ。 

https://www.cbcj.catholic.jp/publish/bsps-inochi2/ 

http://www.ucanews.com/news/seoul-archdiocese-denounces-embryo-research/76522
https://www.cbcj.catholic.jp/publish/bsps-inochi2/

